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JEITAの「電子部品グローバル出荷統計」によれば、日系企業によるコネクタ出荷額は、2023

年がコロナ特需の反動や世界景気の減速、中国経済の悪化などにより、前年比10.5％減の5,963億円

となった。2024年は車載やデータセンタ向けが堅調に推移し、スマホ市場にも回復の兆しが見え、

同比4.3％増の6,224億円となった。現在、米国発の関税問題、中東やウクライナの紛争継続、不安定

な為替、原材料・エネルギーコストの上昇などリスク要因が多々あるが、中長期的にはコネクタ市

場は自動運転などの自動車の高機能化や、5GやIoT、AI関連、ウェアラブル機器などの市場拡大に

牽引され、成長すると見込まれている。本レポートは、日系企業を軸に種類別及び用途別生産動

向、製品開発動向、事業戦略などについてヒヤリングを行い、世界の国別・地域別生産概況、2
029年までの世界需要予測、個別機器向け需要予測、世界企業ランキング、そして海外主要企業

の事業戦略・生産・販売・製品動向などを掲載している。 
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2025 年版 コネクタ市場 
会 社 名  

 
電 話  

住  所 〒 
 

所属部課  
 

氏 名  

お支払い方法（○印をつけて下さい）                                                               
1. 銀行振込  ２．郵便振替                              お支払い期日：商品到着後１０日以内   
※銀行振り込みの場合、振り込み手数料はお客様ご負担とさせていただきます。 

ご注文はFAXかHPの申込フォームでお願いいたします。  FAX03-5817-4038 
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企 画 内 容 

第１章 日系企業によるコネクタ市場

１．日本法人によるコネクタ生産

・売上推移 ／伸び率推移比較／外資系の構成比／メーカーシェア／上位10社の伸び率比較 
／日本法人コネクタメーカー売上一覧

２．日系メーカーによる生産動向

・市場概況／種類別動向（以下の項目について売上推移、メーカーシェアを掲載）

1) プリント基板用

2) 狭ピッチコネクタ

3) FPC用コネクタ 

7) 丸形コネクタ

8) 同軸コネクタ

9) ICソケット 
4) 極細線同軸コネクタ 10) 光コネクタ

5) カード用コネクタ 11) 自動車用ワイヤハーネスコネクタ

6) 角形I/Oコネクタ 12) プラグジャック/その他 
／種類別・用途別構成／用途分野別動向／用途別・種類別構成／用途分野別メーカーシェア 
／海外生産状況（地域別割合、生産拠点一覧） 

３．参考資料：経済産業省機械統計／財務省貿易統計／光産業技術振興協会／電子情報技術産業協会（JEITA） 

第２章 世界市場と需要予測

１．世界市場（生産額推移、地域別・国別・資本系列別シェア／上位50社売上一覧） 
２．世界の地域別市場規模（北米・欧州・台湾・中国）

３．コネクタ世界需要予測（2025～2029年需要予測、地域別／用途別／種類別需要予測、 
機器別需要予測：液晶TV、洗濯機、冷蔵庫、エアコン、スマートフォン、デスクトップPC、ノートPC、
タブレット端末、インクジェットプリンタ、家庭用ゲーム機、カーナビ、車載カメラ、監視カメラ、太陽

光パネル、スマートメータ

第３章  製品開発動向

１．狭用ピッチ・低背コネクタ   ２．光アクティブコネクタ   ３．フローティングコネクタ  

４．USB Type-Cコネクタ ５．高速伝送コネクタ  ６．車載電装用コネクタ 

第４章 調査対象企業

▼ITTキャノン、アンフェノールジャパン、I-PEX、イリソ電子工業、エクセル電子、SMK、エフシーアイジャパ

ン、エムデン無線、エンプラス半導体機器、オータックス、オムロン、カナレ電気、京セラ、ケル、小峰無線

電機、三和テクノロジーズ、スタック電子、住友電気工業、精工技研、DDK、タイコエレクトロニクスジャパ

ン、ダイトロン、多治見無線電機、トーコネ、東北タツミ、七星科学研究所、JST、JAM、JAE、日本コネクト

工業、日本端子、日本テレガートナー、日本モレックス、パナソニックインダストリー、ヒロセ電機、古河電

気工業、ホシデン、本多通信工業、ミネベアミツミ、ミネベアコネクト、村田製作所、矢崎総業、山一電機、

ヨコオ、ワカ製作所、理化電子、その他 
▼(欧米) 3M、Amphenol、Aptive、Bel Fuse、ERNI、Harting、HUBER+SUHNER、Smiths、ITT INC、Methode、 

Molex、NICOMATIC、Phoenix、Positronic、Radiall、Rosenberger、Samtec、SOURIAU、TE、Weidmuller(台湾)ACES、 

Alltop、BizLink、Chant Sincere、Cheng Uei Precision、FIT Hon Teng、Howtech、Hu Lane、Jess-Link、Lotes、 

Pan-International、Signatron、Speed Tech、U.D. Electronic、WinWay（韓国）KET、Shin Hwa、Uju、YEONHO、
（中国）AVIC、Daren、Electric Connector、Everwinb、Luxshare Precision、Space Appliance、Sunway、Yihua、 

Yonggui、etc,

産業情報調査会 (URL)http://www.sangyo-joho.co.jp (E-mail)panaptic@sangyo-joho.co.jp 


